
復興庁「新しい東北」交流会
～東北の今を知ろう～

東日本大震災における多様な視点からの
復興の取組事例発表
～今後の災害へ活かすために～

開催場所：TKPガーデンシティPREMIUM
仙台西口ソララプラザ７階 ７B
〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院1-2-15

日 時：平成31年２月17日（日）10:00～18:00 (※一部9:30より開催)
場 所：メイン会場：TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口

（仙台市青葉区花京院1-2-15ソララプラザ8F）
そ の 他 ：JR仙台駅イベントスペース、AER（仙台市青葉区中央1-3-1）

開催目的：本イベントは、「新しい東北」官民連携推進協議会の会員同士及び会員と一般の方々との交流を
通じた連携・協働の促進、情報発信を目的としております。

開催内容：今回の交流会では、「東北の「今」を知ろう」をテーマとして、東日本大震災をきっかけに被災
地で生まれ・広がった自治体、企業、ＮＰＯなどの様々な団体の取組について紹介します。震災か
ら8年になろうとする今、被災地が抱える課題にどのように向き合い、どのような展望を描いて
課題解決に取り組んできたのか。最前線で活躍する方々に発表いただくことで、幅広い方々に
東北の「今」を知っていただき、今後の「新しい東北」の在り方について考えるきっかけとして
いただきます。

以下、上記企画の一部。

■ 開催目的
本交流会の一つである当企画においては、東日本大震災における多様な視点（女性、

子ども、障害者、外国人等）からの復興の取組事例を共有し、東日本大震災における
NPO等支援者の活動を振り返るとともに、今後起こりうる災害へ東日本大震災からの
復興の知見を活かすために開催します。

■ 参加対象者
男女共同参画を含む多様な視点からの復興に興味のある方、復興に関わる行政・民間

NPO職員、一般市民。

■ 企画内容
（１）東日本大震災の教訓を活かした防災・減災教育の取組

～地域と医療の連携や多様な視点の重要性を踏まえて～
（２）自らの力を取り戻す復興支援の必要性 ～子ども・若者、女性の現状課題と今後～

（申込み〆切 2/14(木)17:00）



時間 内容
9:30～10:15（45分） 調査研究発表① 政策調査官 上吉原 良実

テーマ：東日本大震災の教訓を活かした防災・減災教育の取組
～地域と医療の連携や多様な視点の重要性を踏まえて～

10:15～10:25（10分） 質疑応答

10:25～10:30（5分） 休憩

10:30～11:15（45分） 調査研究発表② 政策調査官 松浦 千恵
テーマ：自らの力を取り戻す復興支援の必要性

～子ども・若者、女性の現状課題と今後～
11:15～11:25（10分） 質疑応答

11:25～11:30（5分） 閉会挨拶
復興庁統括官付参事官 原田 浩一

【タイムテーブル】

松浦千恵：宮城県石巻市生まれ。乳幼児教育を学ぶが、旅行会社に入社し多様な人々と関わる。長男3歳で
両立の壁により退社。国内外での子育てを経て「脳（心）を育む教室」の講師となる。東日本大

震災発災時、福島県の避難所ボランテイアを経験し、現在、仕事と介護の両立とともに福島県の

児童養護施設支援も行う。

上吉原良実：小児救急看護認定看護師、医療的ケア教員。平成12年に看護師免許を取得後、小児成人の救
命センターや集中治療室に勤務。平成28年より現職。東日本大震災をきっかけに災害医療に携

わり、熊本地震・西日本豪雨災害でも災害医療支援活動を行う。現在も、国内で行政・医療関

係者へ災害対応に関する研修会講師や講演など教育活動を行っている。

【登壇者プロフィール】

参加申込書 電話、FAX、E-mail、郵送のいずれかの方法によりお申込みください。

氏名 性別 年齢

電話番号 FAX

住所 〒

E-mail

職業 1. 公務員 2. 社会福祉協議会
3. ＮＰＯ 4. 商工会議所・商工会
5. 任意団体 6. 会社員
7. 自営業 8. 大学関係
9. 学生 10. その他（ ）

所属

TEL : 03-6328-0274 FAX : 03-6328-0299 E-mail : fukkocho.danjohan@cas.go.jp
郵送 : 〒100—0013 東京都千代田区霞が関3-1-1 中央合同庁舎4号館10階


